
キャリアアップに資する教育訓練について

備考

(対象者、期間)

① 入職時教育

社会人としての心構えやマナーを学び、測

量に使用する様々な機材の使用方法を身に

つけ、派遣先において円滑に業務を遂行で

きるようにする。

入社した社員

派遣前

１年目 基本的な手元の作業向上訓練

２年目 光波とレベルを使った測定訓練

３年目 CADによる図面作成訓練

４年目以降 3Dスキャナ等の最新設備訓練

１年目 測量の基本教育

２年目 測量士補取得教育

３年目 測量士取得教育

４年目以降 家屋調査士取得教育

１年目

２年目 安全管理者教育

３年目 施工管理者教育

４年目以降 施工管理者施工計画教育

教育訓練の名称 訓練の趣旨、目的、効果、目標等訓練の具体的な内容

機材の使い方やビジネスマナー、現場基礎知識訓練を実施

する。

③

④

作業向上教育

測量士等の専門資格取得教育

現場管理者教育

②

測量の基本教育から、測量士補、測量士と

資格取得レベルに合わせて教育を行う。最

終目標を家屋調査士取得に向けて教育する

事で、より専門性を高め、業務の幅を広げ

る。
教本等や過去事例を用いて、段階的に安

全、施工管理教育を行い、最終的に施工計

画ができるようにする。また、管理する立

場からの組織のまとめ、部下への指導、教

育も出来るようにする。

1～4年目以降

派遣中待機中

1～4年目以降

派遣中待機中

2～4年目以降

派遣中待機中

基本作業訓練から始め、段階的に使用でき

る設備や機材の幅を広げ、作業能力を向上

し、様々な測量業務に対応できるようにす

る。


